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エスチュアリ

Estuary 026
~いしかり砂丘の 資料 だより~

展示資料のひみつ
リターンズ

わらび形と飾り

全 　　80cm

使用地　石狩市浜益区

時代　　昭和30年代

寄贈者　佐藤清一さん

　昭和40年代まで農業や林業に馬は欠かせないものでした。農作

業や山からの木材の運搬にたくさんの馬が使われ、ばんば競走も

各地で行われていました。昨年、存続が問題となったばんえい

（挽曳）競馬は、北海道独特の馬文化のひとつですが、これが生

まれた背景には、このように全道各地で行われていた挽馬競走が

ありました。◆

（工藤義 　くどうともえ）

　わらび形とは、荷車やソリを引く際に馬につ

ける馬具の一種です。この資料は、 さが約

80cmの木製で、左右２本に分かれており、皮ひ

もで頑丈に結び付けてあります。荷物の重さが

集中するため、馬の肩に密着するようなカーブ

がついています。
この資料は、

テーマ展

2006年のコレクション
で展示中

　このわらび形は、

ばんば（挽馬）競争

の際に使ったもの

で、茶色のテント用

ビニール生地ででき

ていて、飾りがつい

ています。寄贈して

いただいた浜益区実

田（みた）の佐藤さ

んによると、佐藤さ

んの持ち馬が挽馬競

走で活 していた昭

和30年代に、幌（ぽ

ろ）村の愛林組合

（製材組合）から贈

られたものだそうで

す。
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　金子家文書には、紙に書かれた文書はもちろん、色々

な材料の資料が含まれています。今回紹介するのは、そ

の中で唯一、布製の資料です。

　これは宣伝用に使われた白地の大きな布（縦×横

1370mm×470mm）です。布の中心には 色で「　の

みとり粉」と大きな文字が染められています。

　明治時代以降、北海道の開拓民は悪条件のもとで開墾

や町づくりに携わっていました。それらの人びとを悩ま

せたものに蚊、蚤、しらみ、蝿などがあります。これら

は単に人びとに不快感を与えるだけでなく、伝染病を媒

介することもあり、さらに家畜にも危害を与えるもので

した。

　初代金子清一 は明治25（1892）年、北海道としては

いち早く、石狩町花畔村38番地で除虫菊の栽培を み、

その後栽培を本格化しました（エスチュアリNo.14参

照）。清一 は自ら栽培した除虫菊を原料に、それを乾

燥させ粉末にした「駆虫散“かいぶし”（一名：蚊やゐ

らず）」と称する蚊の駆除剤や蚤の駆除に有効な「のみ

とり粉」を製造していました。販売面でも、道庁の 可

を得て全道広く行商（エスチュアリNo.15参照）し、各

地の取扱店に商品を納めていて、多くの人々に愛用さ

唯一の布製文書

「○のみとり粉」

金子家文書を読む⑧
かねこけもんじょ

金

後、娘婿の金子岩平が二代目清一 として初代の意思を

継いで、石狩町除虫菊組合 の役職をも く勤めまし

た。◆

（村山耀一　むらやまよういち）

れ開拓にも一役かってい

たと思われます。

　この布には「北海道物

産共進曾褒状受領」の文

字の記載を見ることがで

きます。金子家文書の中

には、明治39（1906）

年９月26日に北海道物産

共進曾で四等 を受領し

た、という記 がありま

すから、初代清一 の頃

に作られたもと考えられ

ます。なおこの布は、文

字の 色 分の染が落ち

て滲んでいることから、

行商の際や取扱店の店内

に掲げ、宣伝効果をあげ

ていたものと思われま

す。

　大正５（1916）年２月

15日、初代清一 の死

金
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冬の講座・展示
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テーマ展

2006年のコレクション

2006年も、大勢の方からいろいろな資料や標本を寄

贈していただきました。感 の気持ちを込めて、ご紹

介します。例えば…

・札幌オリンピックの公式ガイドブックや各種目プロ

　グラム（笠 の名も ）、バッジなどなど

・石狩の商家で明治時代から使用されていた「染付花

　 文 型大便器」

・石狩周辺では最大？のアオイガイ（ さ21cm）

・南国から石狩まで漂流してきたヤシの実

■期間　３月まで

■場所　砂丘の 資料 　市民交流ひろば

※資料 の入 料が必要です。

開催
中

野外講座

石狩ビーチコーマーズ 冬の漂着物

漂着物は渚の百科事典。石狩浜でビーチコーミング

（漂着物の観察や採集）をして、海の環境と文化に思

いをめぐらせます。

ガラスの浮き玉、外国のボトル、謎の生物の死 …。

冬の季節 が運んできた漂着物から、海の世界を覗い

てみましょう。

■日時　　２月25日（日）9:00~13:00

■場所　　砂丘の 資料 ~石狩浜

■対象　　小学４年生~大人

　　　　　（小学生は保 者同伴で）

■定員　　20人（先着順）

■持ち物　 寒着、手袋、 、帽子等、ビニール袋

■費用　　無料

■申込　　2/4（日）~2/23（金）の間に 話で資

　　　　　料 （0133-62-3711）へ

２月
受付

旧 野商店復元工事進行中!

明治時代初期に建てられ、現在は市の文化財に

指定されている旧 野商店は、2006年９月か

ら砂丘の 資料 のとなりで、復元工事が進め

られています。現在（１月下旬）は、外壁の

石工事や屋根瓦の 置工事も完了し、内装と展

示工事を残すだけとなっています。２月中に建

物を覆っているシートや 場を撤去する予定で

すので、復元されてちょっと立派になった旧

野商店が姿を現すことになります。

一般公開は、５月を予定していますので、桜の

花が咲く頃には、皆さんをご案内できると思い

ます。

復元された鬼瓦→

↓瓦工事のようす
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2007年１月31日発行

いしかり砂丘の 資料
〒061-3372　北海道石狩市弁天町30-4

TEL/FAX: 0133-62-3711
bunkazaih@city.ishikari.hokkaido.jp

http://www.city.ishikari.hokkaido.jp/museum/

「ありがとう」「ごめんなさい」が えない人（特に

大人 ）が多いなあ と、よく思います。でも、そん

な偉そうなことを う自分は、ちゃんと っているだ

ろうか？　客観的に考えてみると、ちょっと自信がな

くなります。あ、今号も読んでいただき、ありがとう

ございました。(K)

編 集
後 記■最 の「いしかり博物誌」（市広報に連載中）

☞第82回：砂浜の新参者「オニハマダイコン」（11月号）

☞第83回：石狩おばけ？̶石狩湾の蜃気楼（12月号）

☞第84回：漂着物の季節（１月号）

☞第85回：石狩砂丘のはじまりはどこ？（２月号）

開 時間　午前９時30分~午後５時00分

休 日　　毎週火曜日（祝日の場合はその翌日）、年末年始

入 料　　200円（中学生以下は無料）、
　　　　　団体料金160円（15名以上）

交通　　　中央バス札幌ターミナルより石狩行き乗車、
　　　　　「石狩温泉」下車、徒歩１分
　　　　　（石狩温泉「番屋の湯」となり）

いしかり砂丘の 資料

写
真
か
ら
看
板
文
字
を
読
む

　石狩市指定文化財・旧 野商店の建物の復元工

事がたけなわです。同商店の創業は明治初期と考

えられ、呉服、太物、小間物、塩、小麦粉などを

商っていました。

　復元の時代 定は、店舗新築の明治27年以降か

ら大正前半として、外観及び内 展示を行う予定

です。このため同商店の古写真など、参考資料を

集めて調査中です。昔の大きな商店の外壁に味噌

油などの宣伝用看板がかかっていました。これ

らが復元できれば当時のたたずまいが再現できま

す。大正期の旧 野商店の写真をみると、 、

塩、小麦粉など９枚の板看板がかけられていま

す。現物はありませんので、写真から読み取って

復元します。

　その看板は、おそらく 漆の地に金文字を載せ

た金看板と思われるもので、桜のマークに「漁網

染料○渋エキス売捌（うりさばき）所」と書いて

ありました。○の 分はよく見えない 分で、当

初○の 分には「　」の字が入るのでは、と考え

ました。「　」は「柿」の本字で、もし「　」と

すれば「かきしぶ」と読めます。柿渋は綿や麻の

漁網を染めるため、当時、盛んに使用されまし

た。「漁網染料」とあったので、私は下の文字は

「柿渋」と思い込んだのです。

　ところが何度も写真を見るうち「○渋」にふっ

てあるルビが５文字あり、また漢字も違うことに

気づきました。改めて見るとどうも「　」と読ん

だ字は「木偏」に見えます。

　参考文献で買った「柿渋」の本には、江戸時

代、柿のない北海道や柿渋が入手困難なところで

は「カシワ（槲）」の樹皮から渋をとって漁網を

染めたとあります。そこで調べて見ると、明治か

ら大正期にかけて、早来町や池田町などでカシワ

樹皮からカシワ渋（タンニン）を作っていたこと

がわかりました。しかも文献にも「槲渋エキス」

とありますから、○は「槲」が正 だと考えられ

ます。この結果、看板は「漁網染料　槲渋エキス

売捌所」と復元することになりました。◆

（石橋孝夫　いしばしたかお）


